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令和２年度第３回幹事会開催

２月24日(水)にマーケティング協会第３回幹事会を開催しました。
令和２年度事業の実施状況及び第37回総会への提出議題（令和
３年度事業計画・収支予算等）について事務局から説明いたしまし
た。今回は初めてウェブ会議方式を採用したため、音響面等に不安があ
りましたが予定どおり議事は進み、各議題とも承認を得ることができまし
た。

生産者と輸出事業者の直接取引によるいちご輸出をサポートしています

2月10日(水)、益子町のいちご生産者と輸出事業者との直接取引による香港へのいちごの輸出が始まりました。
この取組は、生産者と輸出事業者が直接取引することで、輸送時間短縮による鮮度確保や、コストの低減及びより高
品質ないちごの輸出を目指すもので、県や益子町、当協会がチームとなって支援体制をとっています。
本県のいちごの輸出量増加と高品質な海外向けいちごブランド確立のモデルケースとなれるよう、関係者一丸となって
進めて参ります。

「陽苺（ひなたいちご）」の名称で新ブランド確立

を目指します。
益子町のいちご生産者2名(トラック積み込み時)

栃木ＳＣ開幕2021シーズン記念イベント新品種「とちあいか」贈呈

プロサッカーチーム栃木SC開幕戦シーズン記念イベントとして、新品種「とちあいか」を両チームキャプテン・審判の方々に
とちぎフレッシュメイトから贈呈し、とちぎのいちごをPRしました。



果樹部会 なし専門部研究部研修動画配信を実施

県内なし若手生産者の交流活動の
促進や、相互に学び合う環境をつくるた
め、本年度設立した「果樹部会なし専
門部研究部」の研修会を１月に実施す
る予定でしたが、新型コロナウイルス感染
拡大のため中止とし、代替として登壇予
定者の研修動画のYouTube配信を実
施しました。今後も、集まることが困難と
なる状況も想定される中、web等を活
用した取組に関しても積極的に対応して
参ります。

「農薬の効果的な使い方」について、

全農とちぎ中山技術参与より説明いた

だきました。

「早期成園化技術と補助事業の有効活用」

について県より説明いただきました。

栃木県鉢物研究会きらきら星部会による検討会の実施

２月22日(月)、栃木県鉢物研究会きらきら星部会は、生産者・関係機関等16名が参
加し、栃木県農業試験場で検討会を行いました。
先ずは、各生産者が品種毎の生育状況や管理上留意している事項、課題等について報

告し、都度、他の生産者や農業試験場・経営技術課・各農業振興事務所担当者による
意見交換が行われました。また、今回作成した新品種「プリンセスリング」「エンジェルリング」の
ラベル等を配布し、出荷時に添付することを確認しました。
また、アジサイの出荷時期に向けＰＲを更に推進し知名度を向上させるため、生産者・

宇都宮花き(市場)・県が連携して取組むこととしました。
次回は４月に目揃え会を行いますが、各生産者のアジサイが順調に生育するとともに、消

費者からの人気が高まり販売単価に反映することを願っています。

とちぎの花でスマイルアップ in NHK（2月分）

今月は、県内の花き生産者に提供いただいた花をＮＨＫで４回ご紹介しました。
○ＮＨＫ総合テレビ 「ちょこトチ！」（総合ﾃﾚﾋﾞ11:50～54）、「とちぎ６３０」（18:30～）

2/5 ﾌﾟﾘﾒﾗ ﾏﾗｺｲﾃﾞｽ 仙波 勉氏（真岡市） 2/12 ｲﾍﾞﾘｽ 谷澤 清三氏（日光市） 2/19 ﾍﾟﾗﾙｺﾞﾆｳﾑ吉原 一成氏（日光市）

2/26 ﾊﾅﾓﾓ 笹沼 巧氏（那珂川町）

３月の放送予定は、以下のとおりです。
なお、ＮＨＫ視聴者の方から好評をいただき、４月以降も継続してご紹介する
予定です。
・ 5日 スイートピー 上三川町
・12日 サイネリア 大田原市
・19日 桜 那珂川町
・26日 トルコギキョウ 足利市



当協会では、栃木県産農産物を海外に向け広く情報発信することを目的とし、ホームページ「FRESH FOOD TOCHIGI
JAPAN」を開設しました。
英語、中国語(簡体字及び繁体字)、タイ語の各言語に対応するとともに、牛肉(とちぎ和牛)、いちご、梨(にっこり)、コメを主

要品目として各ページを設けております。
また、県が作成した主要品目毎のPR動画と、県内に在住する外国人が出演する当HPオリジナル「Eat Tochigi」動画を掲載

し、海外の方に栃木県をより身近に感じていただくよう作成しました。是非ご覧ください。
（ URL https://fresh-food.tochigipower.com/ ）

「Eat Tochigi」動画の

ワンシーン

「とちぎの星でおにぎ

りをつくってみよう」

QRコード

トップ動画には、栃木

県の豊かな自然環境や

農産物の映像がループ

再生されます

令和２年度栃木県花の展覧会の開催

2月27日(土)・28日(日)、栃木市岩舟町のとちぎ花センターで「栃木県花の展覧会」が開催され、２日間で約700名の来
場者がありました。新型コロナウイルスの感染に伴う緊急事態宣言を受け、とちぎ花センターは前日まで休園となっていましたが、
天候にも恵まれ、春爛漫の陽気の中で心を癒す一日になったかと思います。
会場には、鉢物・トルコギキョウ・カーネーション・球根切花・スプレーマム・バラ・洋ランなど県内花き生産者の丹精込めた134

点が展示され、来場者を魅了しました。
審査会では、特別賞最高の農林水産大臣賞に一般切花部門のトルコギキョウ 松本 猛氏(足利市)が選ばれました。

一般観覧風景

農林水産大臣賞

足利市 松本 猛氏

https://fresh-food.tochigipower.com/


一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和３年３月発行）
TEL: 028－616－8787 FAX: 028－616－8715

http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

1日(月)
3日(水）
10日(水）
11日(木）
26日(金)

スーパーコーチ派遣事業 （上河内）

〃 （鹿沼市）

第2回理事会 （ＪＡビル）

りんどう研究会役員会 （ＪＡしおのや塩谷営経センター）

第37回総会 （ＪＡビル）

応募要項
◆任 期：令和３年６月１日から令和４年５月31日までの１年間
◆応募資格：栃木県在住で、18歳から29歳までの健康で明るい方
◆締 切 日：令和３年４月30日金曜日
とちぎが大好きで、とちぎのために何かしたいと思っている方がいたらどんどんご応募

ください。
応募に関する詳しいお問い合わせは、とちぎ農産物マーケテング協会まで。

とちぎブランド農産物のイメージアップと効果的な普及・浸透を図るため、県産農産物の
イメージキャラクターとして、令和３年度の
「20代目とちぎフレッシュメイト」を募集して
います。

県産農産物のイメージキャラクター「とちぎ
フレッシュメイト」は、県内や県外で行われる
イベントなどに参加して、スカイベリーや
とちぎ和牛・とちぎの星など、たくさんの
とちぎの農産物をＰＲ・販売し、とちぎの良さ
や栃木県産農産物の美味しさを消費者の方々に
伝える活動をしていただきます。

店舗名 住所
電話番号
ＨＰ

代表者

けっこう漬本舗
森友バイパス店

日光市森友838-1
0288-22-9191

http://www.kekkozuke.co.jp
代表取締役
福田 徹

けっこう漬本舗
今市インター店

日光市平ヶ崎390-2
0288-22-3197

http://www.kekkozuke.co.jp
代表取締役
福田 徹


